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～あみボラとは～ 

 南部生涯学習センターが主催するイベントにおいて企画・準備 

運営・撤収などを担っていただくボランティアスタッフのことです。  
～説明会を行いました～ 

6 月１7 日(水)に，人権交流センターで説明会を行いまし 

た。昨年度の事業報告と今年度の案について説明しました。 

今年度の絵本おばけ屋敷は，戦後 70 周年記念事業として，「よしこがもえた」をジオラマ絵本とし

て展示します。  
～第２回あみボラ打ち合わせ会～ 

打ち合わせ会を，6 月 30 日に行いました。絵本のページごとに，どのようなものが作れるか相談し

て，各自でどのようなものを制作するかアイデア出しを行いました。 

 次回から実際に，沼隈支所で制作に入ります！  
～次回の日程～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～まだまだあみボラ募集中～ 
興味のある人はぜひ，見学に来てください。シーンに合った工作を行っています。折り紙やイラスト

の作成，または段ボールクラフトを行う予定です。どなたでも参加していただけますので，お気軽に

お越しください。 

作業日程については，都合の合うときに自由に参加していただけます。ご自宅での作業も可能です。 

また，あみボラは現在活動中のジオラマ絵本のほかにクリスマスエール，ローズパーティーを中心に

活動を予定しています。 

第１３０号                          ２０１５年 ７月 
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http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつまでも だいじにするよ おともだち 

 

 

 

子育て中のみなさん！ 

親子体操はお子様とスキンシップをとる方法の一つ

です。親子の“触れ合い”でさらに絆を深めてみて

はいかがですか？ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
じんけんは ひとりひとりの たからもの 

通称：親プロ 

保護者どうしで話し合いを行う

講座です。(約 1 時間) 

年齢や話したいことによってワ

ークシートを選ぶことができます。 

保護者会や子育てサロンなどで

活用していただいています。 

費用も無料ですので，お気軽にご

相談ください。 

問い合わせ・申し込み  

生涯学習課 ９２８－１２４３ ／南部生涯学習センター ９８０－７７１３ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間：前期 ８月１日（土）～８月１６日（日） 

   後期 ８月１８日（火）～８月３１日（月） 

時間：８時３０分～２２時 

場所：沼隈支所 ２階 ロビー 

 

１９４５年（昭和２０年）８月６日午前８時１５分。広島に人類史上初の原子爆弾が投下されま

した。多くの子どもが原爆孤児となり，学童集団疎開から帰った子どもたちには家族の死が待っ

ていました。父も母も兄弟も身寄りは一人もいなくなり，心を支えてくれる家庭もふるさともす

っかり無くなりました。 

戦後７０年。４０枚のパネルは核兵器が人間に与えた被害を訴えます。 

（日本原水爆被害者団体協議会）                

主催：南部生涯学習センター   協力：福山市人権平和資料館 

６月の報告 

 第九の練習を始めて，約 2 カ月がたちました。パートを決め，歌の練習に入りました。 

1 回，２時間の練習ですが，あっと言う間に終わってしまいます。来年 3 月の本番に向けて，ま

ずは一曲通して歌えるように練習を行いつつ，パートごとにポイントを確認したり，高い音やきれ

いに発声できるよう練習をしています。 

日本の歌は一つの音に，一つの言葉がほとんどです。たとえば，喜びの歌のミミファソソファミ

レの８音に対して，日本語の歌詞は，晴れたる青空で８文字です。ドイツ語にするとアーレメンシ

ェンヴェールデンブリューデルと，１４文字になります。なのでドイツ語の発音だけでなく言葉の

タイミングにも苦戦しています。 

  

第九ちょこっと豆知識① 

 みなさんも『第九』というタイトルを，お聞きになったことがあるかも知れません。正式名称は

『(ルートヴィッヒ・ヴァン・ベートーヴェン作)交響曲第 9 番 ニ短調作品１２５』と言います。

交響曲の第 9 番なので，日本では親しみを込めて『第九』と呼ばれています。また歌詞に，シラー

の詩『歓喜に喜す』が用いられていて，第 4 楽章の主題は『歓喜の歌』として親しまれています。 

 タイトルだけを見るとピンと来なくても，メロディーを聴くと「あぁ，この曲が第九なんだ！」

と思ってもらえる，日本だけでなく世界的にも有名な曲です。 

パネル展「原爆と人間」 

 

 
広島 

雪を食べる子ども

たち 

撮影 佐々木雄一郎 

 


